
〇金融教室の実践 

 ２０２１年度から順次、小学校から高校の家庭科の授業に、金融教育が導入

されました。しかし、私たちが調べたデータによると、金融について学ぶ必要

があるという人が多くを占める中、それを教える提供者が不足しているという

現状がありました。 

 そこで、金融分野に身近な商業高校で学ぶ学生が主体となって行う金融教室

を実施することで、そのような現状を解決できるのではないかと考えました。

対象は、金融に興味を示す社会人とします。 

①準備 

 高校生だけでの知識では不十分なため、私た

ちは、金融の情報を調べながら、教材を作成

し、お世話になっている証券会社に、持参した

シナリオとスライドで実際にプレゼンテーショ

ンを行い、支店長様にアドバイスをいただきま

した。 

 

②その後 

アドバイスをいただき、改めて内容を考え直しました。 

・日本が豊かにならない理由として、「預金をすれば安心」「借金を負えば人

生は終わり」というような考え方が一般的になっていることが挙げられる。 

・金融知識の中でも特に資産運用分野についての知識をつけることが、人生設

計を確かなものにするために、重要である。 

以上のような内容を金融教室に盛り込むことにし、社会人向け教材 

の作成をさらに進めていくことにしました。 

―――作成したスライド（修正前：抜粋）――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③小・中学生向け金融教室の実践 

 ①の現状より、早い時期から金融について学ぶ機会を設ける必要があると考

えた私たちは、近隣の小学校・中学校にも金融教育を行ったらいいのではない

かと考えました。 

④準備 

 小学生・中学生に親しみを持って覚えてもらう必要があると考え、 

プレゼンテーションし、アドバイスをいただく様子 

  



座学だけでなくゲーム感覚で学べるような教材を作ることにしました。題して

「〇〇〇〇〇的金融教室」 
―――概要――― 

場所：各小・中学校の体育館 

目的：商品を買うのか、株を買うのか、貯金をするのかなどお金をどう使うか

自ら考える機会にする。 

内容：〇〇〇〇〇的金融教室（お金の運用方法を実践的に学ぶ） 

・お店で働く店員さんとお客さんに分ける。（時間で交代） 

・店員さんは働き、お客さんは①買い物②貯金③株を買う 

・最終的にどれくらいお金を増やせたか、残すことができたか、物を

買うことができたかなど様々な視点からのランキングを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤厚木市立緑ケ丘小学校での実践 

私たちの活動に興味を示してくださった厚木市立緑ケ丘小学校様から５年生

向けの金融教室の打診を受けました。そこで、考案した体験型教室の内容を提

案しました。しかし、「小学校はお金を使う経験自体が少ないレベルなので、

提案してくださった内容を扱うのは難しいのではないか」という意 

見をいただきました。 

家庭科の教科書の内容は、どちらかという簿記会計分野の領域であり、私た

ちは、金融教育として資産運用・資産形成の重要性、早い時期から金融につい

て学び始めることの重要性を伝えました。さらに１コマあたり 45分の授業の中



で完結するために、「３Ｄ空間を利用したゲーム：○○○○○○○○○○○○

での、金利、株、ローン返済といった内容で小学生が遊んでいる。」といった

ことも話題になり、最終的には小学校の先生方より、「小学校の家庭科で取り

扱う内容にプラスして、高校で学ぶ発展的な内容を教えることができるとよい

のではないか。」という話をいただきました。 

 

―――○○○○○○をテーマにした金融教室――― 

（下）素材 

 
 

 
 

世界的人気ゲーム「○○○○○○」シリーズを活用して、金融とは何かとい

う、序章的な授業を展開していきます。 

金融とひとことで言われると難しいイメージがあるのではないかと考え、ゲ

ームの世界と現実の世界を照らし合わせながら、言葉の意味を理解してもらい

ます。金融とはという疑問を解決してから、座学を学び、体験型学習を展開し

たりすることを予定しています。 

ゲームの内容 



⑥今後の予定 

社会人向け金融教室については、さらに準備を重ね、投資の種類や資産運用

の環境づくりなど、深い内容になるように、改変していきます。 

小・中学校向け金融教室については、厚木市立緑ケ丘小学校で実際に金融教

室、さらには、近隣の荻野中学校より金融教室の実施の依頼を受けたため、そ

れまでに、小学校・中学校の先生方と私たちで話をすり合わせながら小学生・

中学生にわかりやすく、楽しい教室が開けるようにこれからも準備を続けてい

きます。 

 


